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●高齢化率は３7．７％（令和２年度）と県平均に比べ高い（３５保険者のうち１１番目）。 

●２０２５年の高齢化率も４０．６％であり、やや低めの順位。 
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近隣市町で見ると、他市町とも３割を超えている。 
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●Ｂ１：第１号被保険者数を時系列で見ると、単調に増加している。 
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●Ｂ４－ａ：要介護認定率は全国平均、宮城県平均より低い。 
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●Ｂ４－ａ：要介護認定率は、全国平均、宮城県平均より低い。（時系列で見る） 
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●Ｂ５－ａ：調整済み認定率でみると、全国平均、宮城県平均よりさらに低く、全国平均と２％の差がある。→人口構造の影響以上に認定率が低め

と推察される。 
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●Ｂ６：調整済み重度認定率（要介護３～要介護５）（縦軸）は全国平均、宮城県平均とほぼ同じ。調整済み軽度認定率（要支援１～要介護２）（横

軸）は全国平均、宮城県平均より低い。 
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●Ｂ６－ｂ：調整済み軽度認定率（要支援１～要介護２）は全国平均、宮城県平均より約２％低い。 
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●Ｄ１：介護サービスの受給者数は在宅サービス受給者数が６６％程度、施設サービス受給者数が２５％程度。 
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●Ｄ２：施設サービス（特養、地域密着特養、老健、療養型）の受給率は全国・宮城県平均と比較して高い。特に要介護４の受給率が比較的高め。 
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●Ｄ３：居住系サービス（特定施設、地域密着特定施設、グループホーム）の受給率は全国平均、宮城県平均より低い。 
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●Ｄ４：在宅サービスの受給率は全国平均、宮城県平均と比較してやや低い。 
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●Ｄ１５ａ：受給者１人あたり給付月額（要介護度別）（在宅および居住系サービス）は、全国平均、宮城県平均よりも低い。 
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●Ｄ７ｂ：第１号費保険者受給者１人あたり給付月額（施設サービス）は全国平均、宮城県平均よりも高い。 
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●Ｄ１３：サービス種類別に第１号被保険者１人あたり給付月額をみると、在宅サービスについては、全国平均、宮城県平均と比較して訪問、通所

サービスが少ない。介護老人福祉施設や介護老人保健施設は多い。 
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●Ｄ３２－ａ：訪問介護の受給率は全国平均、宮城県平均と比較して要介護１、２が低い。 
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Ｄ３１－ａ：訪問介護の受給者 1人当たり利用回数は、全国平均、宮城県平均より少ない。 
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●Ｄ３２－ｆ：通所介護の受給率は全国平均、宮城県平均と比較して要介護１、２が低め。 
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Ｄ３１－ｅ：通所介護の受給者１人当たり利用日数・回数も全国平均、宮城県平均と比較して高め。 
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●Ｄ２８：要支援・要介護者１人あたり定員（施設サービス）をみると、全国平均、宮城県平均より多く、特に介護老人福祉施設は全国平均、宮城県

平均の約１．４倍。 
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Ｄ３０：要支援・要介護者１人あたり定員（通所系サービス）をみると、通所介護の定員が全国平均、宮城県平均とやや多く、小規模多機能型居宅

介護や看護小規模多機能型居宅介護は事業所がない。 

 


